日本精神科看護学術集会 一般演題 抄録フォーマット
　研　究　
タイトル○○○○○○○○発表者の氏名、所属施設名などの固有名称を記載しない。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。
①どのような実践をしたのかが一目でわかるよう、実践内容を反映し40文字程度で表現する。
②できるだけサブタイトルはつけないこととし、第〇報という表現は避ける。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

[bookmark: _GoBack]サブタイトル○○○○○○○
Summaryなぜこの研究を行うのか、調査や分析が必要な具体的な疑問や課題、困難なことはなんなのか、その理由を根拠や妥当性を示しながら記載する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

[bookmark: _Hlk53042583][bookmark: _Hlk209016161][bookmark: _Hlk209011576]１．課題とその背景
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○この研究に関連する過去の文献、研究の根拠となる理論やデータが示されている文献から、先行研究では何がどこまで明らかになっているのか、今回の研究の独自性や新奇性をまとめる。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

２．文献の検討
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○研究の問いは、YESかNOで答えられるようにつくり、できるだけ1文で表現する。取り組もうとしている未解決の問題や課題のうち、何を解決したいのか、研究として何を明らかにしたいのか、その問題解決によってもたらされる価値やメリット、研究の意義を説明する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

３．研究目的・研究課題（問い）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
４．研究方法
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○[bookmark: _Hlk48915136]①研究の問いに対する答え、仮説を検証するために、誰や何を対象とするのか、データを収集、分析、解釈するうえで用いるアプローチや手法、調査期間を記載する。研究対象や場所、時期（研究期間については、個人情報が特定されない範囲で可能な限り具体的に記載する。例えば研究期間、202X年9月～202X+1年3月）、データ収集方法、分析手法などを具体的に記載する。
[bookmark: _Hlk48915198]②倫理的配慮は、研究倫理チェックリストを必ず参照する。特に、対象者と対象者に代わる重要他者（家族など）への説明（研究目的や内容、協力を拒否しても不利益が生じないこと、結果の公表について）、または、オプトアウトについて記載する。研究倫理委員会の承認を受けたことと、承認番号を含めて記載する（倫理委員会が設置された施設名は、アルファベット表記で記載する。採用後、抄録掲載時に正式名称を記載する）。
③利益相反関係の有無について明記する。＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

５．結果
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○研究方法に記載した実験や観察、調査を実施した結果、得られた事実を記載する。予想とは異なる結果となったとしても、事実をありのまま記載する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

６．考察
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○結果をもとに何がわかったかを記載する。また、得られた結果から、研究目的への解答として、どこまで明らかにできたのか、何を発見したのか、結果からみえたことと原因、今回の研究で明らかになった新たな課題、今回の研究の限界などを記載する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

７．結語全体を要約し、趣旨や提言、残された課題などについて簡潔に記載する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。
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Key Wordsキーワードは、報告する内容の本質をとらえ、重点をおいた部分や特徴的な部分がよく表現された言葉のうち、一見して理解できる言葉を見つけて、1つ以上3つ以内を記載する。
＊上記を確認したら、このテキストボックスは削除する。

○○○○○○○○　○○○○○○○　○○○○○○○
